
「奥入瀬」  水墨画教室会員の作品

出
身
校

茶東
京

氏　

名

柴　
　
　

小　

菊

藤　

原　

亜
紀
子

支
部
長 

中
山
正
子

副
支
部
長 

森
川
淳
子

書
記 

坂
上
栄
美
子
、鷲
崎
千
春

会
計 

河
井
尚
子
、木
村
和
子　
　
　

委
員 

太
田
恵
子
、嶋
田
美
恵
子
、

 

進
士
多
佳
子
、野
瀬
久
美
子

監
査 

今
村
麻
子
、佐
々
木
澄
子

（
敬
称
略
）（
50
音
順
）

（
50
音
順
）

支
部
か
ら
の
連
絡

◇
住
所
等
の
変
更
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◇
会
費
未
納
の
方
は
お
早
目
に
お
願
い
し
ま
す
。

◇
91
歳
以
上
の
会
員
の
会
費
は
免
除
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◇
中
野
区
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会
支
援
の
使
用

済
み
切
手
を
事
務
所
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

サ
ー
ク
ル
案
内

◉ 

源
氏
物
語
を
読
む
会（
Ⅱ
）

•

第
三
・
第
四
火
曜
日

　

午
前
十
時
半
〜
十
二
時

•

津
田
塾
大
学
同
窓
会
・
会
議
室

•

講
師
・
坂
上
栄
美
子
会
員

•

連
絡
先
・
中
山
律
子

☎（
０
３
）３
３
３
６―

４
６
２
８

「
澪
標
」を
再
読
し
て
い
ま
す
。

◉ 

源
氏
物
語
を
読
む
会（
Ⅲ
）

•

第
二
・
第
三
水
曜
日

　

午
前
十
時
半
〜
十
二
時

•

津
田
塾
大
学
同
窓
会
・
会
議
室

•

講
師
・
坂
上
栄
美
子
会
員

•

連
絡
先
・
小
池
朋
子

☎（
０
４
５
）９
０
２―

９
７
３
０

「
明
石
」を
読
ん
で
い
ま
す
。

◉ 

水
墨
画
教
室

•

第
二
木
曜
日

　

午
後
一
時
半
〜
三
時
半

•

Ｊ
Ａ
Ｕ
Ｗ
事
務
所 

会
議
室

•

講
師
・
日
髙
絹
子（
絹
紅
）会
員

•

連
絡
先
・
森
川
淳
子

☎（
０
４
５
）５
８
３―

３
４
３
０

東
京
農
業
大
学「
食
と
農
」の
博
物
館
見
学

　

９
月
15
日（
木
）

昨
年
に
続
い
て「
日
本
の
食
」
を
学
ぶ
企
画
で
す
。

研
究
員
の
解
説
付
き
で
、
食
と
農
、
そ
し
て
環
境

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。
ラ
ン
チ
の
あ

と
は
、「
ピ
ー
タ
ー
・
メ
ン
ツ
ェ
ル
写
真
展
」
で
世

界
の
食
文
化
に
触
れ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
隣
接

の
馬
事
公
苑
の
散
策
も
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
先

着
35
名
、お
申
し
込
み
は
J
A
U
W
事
務
所
ま
で
。

文
集『
あ
の
頃
わ
た
し
は
』

D
V
D
に
保
存
し
て
千
円
で
お
分
け
で
き
ま
す
の

で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

２
０
１
６
年
度  

東
京
支
部
新
入
会
員

２
０
１
６
年
度  

東
京
支
部
委
員
会

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

平
野　

和
子 

様  

２
０
１
６
年
４
月
24
日　

ご
逝
去

《
編
集
後
記
》

全
国
総
会
、支
部
総
会
、研
修
旅
行
、講
演
会
と
内

容
豊
か
な
報
告
が
で
き
ま
し
た
。チ
ャ
レ
ン
ジ
奨
学

生
レ
ポ
ー
ト
、会
員
寄
稿
も
い
た
だ
き
、深
く
感
謝

い
た
し
ま
す
。中
村
会
長
の「
楽
し
み
に
も
っ
と
参
加

し
ま
し
ょ
う
よ
」の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
止
め
、「
と
も

し
び
」が
そ
の
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
と
願
って
お
り
ま

す
。（
編
集
担
当　

鷲
崎
千
春
＆
進
士
多
佳
子
）

一般社団法人大学女性協会 東京支部チャレンジ奨学生
2016年度募集要項

一般社団法人大学女性協会東京支部は、企業、官公庁などでの就労経験の後、
現在大学で勉学中の意欲ある女性に、その勉学を支援することを目的として奨
学金を支給する。卒業後は再び就業し、自らのステップアップのみならず広く社
会に貢献することを条件とする。

Ⅰ 応募資格
２年以上の就労（アルバイトを除く）の後、文部科学省の認可する東京都・
埼玉県・千葉県に本部を置く大学の３年次に在籍する女子学生。就労以前
の学歴は問わない。

Ⅱ 支給額および募集人数
奨学金20万円を１名に１回支給する。返還は求めない。

Ⅲ 応募提出書類
⑴ 履歴書・自己紹介書
⒈ 所定の様式による
⒉ 写真貼付
⒊ 履修科目は主な専門科目1科目であること
⒋ 履修科目の指導教員の職名・署名・印を必要とする

⑵ 作文
所定の様式によりＡ４用紙1枚に1000字以内
テーマ「どのような就労経験を経て、現在の勉学を必要と考えたか。そ
の勉学を今後どう生かしたいかについて」

⑶ 大学の在籍証明書
備考⑴ ⑵は、ホームページからダウンロードし、印字可。

Ⅳ 応募方法および締切り
応募者は応募書類を在籍大学へ提出する。大学は一括して2016年10月28
日（金）（必着）までに大学女性協会東京支部に提出する。

Ⅴ 選考結果通知
本人および大学学長に12月16日（金）までに通知する。

Ⅵ その他
⑴ 奨学生は、卒業後３カ月以内に「勉学の概要と現況」を大学女性協会
東京支部に提出すること。提出のない場合は奨学金の返還を求めるこ
とがある。

⑵ 不明の点は、東京支部にE-Mailで照会のこと。

E-Mail：jauw@jauw.org   東京支部長 中山正子
URL：http://jauw.org

一般社団法人大学女性協会  東京支部国際奨学生
募集要項

今年度もチャレンジ奨学生・東京支部国際奨学生の募集を始めました。下記のように募集要項を一部改訂しました。HPからもご覧いただけます。

一般社団法人大学女性協会東京支部は、日本以外の高等教育機関に在学する
女性に、母国における女性の地位向上に貢献する人材を育成することを目的とし
て、奨学金を支給する。

Ⅰ 応募資格
日本以外の国籍を持ち、その国の高等教育機関に在籍している女子学生。

Ⅱ 支給額、支給期間および募集人数
奨学金は一人当たり年額4万円を上限とし、毎年支給する。期間は卒業する
までの正規在学期間とする。募集人数は、２名以内。

Ⅲ 応募提出書類（英語または日本語表記であること 形式は自由）および応募方法
⑴氏名、国籍、住所、生年月日、電話番号、メールアドレス、写真、応募理由
を書いた申請書

⑵在学する教育機関の在籍証明書
⑶日本における推薦者の氏名、住所、電話番号、メールアドレス、推薦理由
を明記した推薦書

⑷日本における推薦者を通して、大学女性協会東京支部に提出すること。

Ⅳ 選考結果通知
応募者と推薦者に通知する。

Ⅴ 奨学生の義務
学年末には在学する教育機関の成績証明書と現況報告、卒業後１カ月以
内に卒業証明書を、大学女性協会東京支部に提出すること。

Ⅵ その他
⑴奨学生が申請時の教育機関での勉学を継続できなくなったとき、および
義務付けられている書類を提出しなかったときは、支給を停止する。

⑵募集期間、結果通知は随時とする。
⑶英文の募集書類が必要な場合や不明の点は、東京支部にE-Mailで照
会のこと。

E-Mail：jauw@jauw.org   東京支部長 中山正子
URL：http://jauw.org

新
し
い
メ
ン
バ
ー
が
加
わ
り
、10
名
の
委
員
で
２
０

１
６
年
度
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。大
学
女
性

協
会
が
一
般
社
団
法
人
に
移
行
し
て
５
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。東
京
支
部
で
は
移
行
時
の
残
余
財
産
を

使
っ
て
二
つ
の
奨
学
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
れ

ら
の
実
施
事
業
は
公
益
目
的
支
出
計
画
に
従
っ
た
、

毎
年
お
よ
そ
40
万
円
の
赤
字
事
業
で
す
。こ
の
ま
ま

の
状
況
で
行
け
ば
、今
後
７
年
続
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。そ
の
後
は
新
し
い
事
業
を
始
め
ら
れ
る
よ
う

に
、そ
の
他
事
業
会
計
の
繰
越
金
を
増
や
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。チ
ャ
レ
ン
ジ
奨
学
金
は
４

年
の
間
に
徐
々
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、意
欲

あ
ふ
れ
る
奨
学
生
と
の
出
会
い
は
私
た
ち
に
明
る
い

未
来
へ
の
希
望
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。ま
た
、２
０
０

９
年
度
に
始
ま
っ
た
東
京
支
部
国
際
奨
学
金
４
万

円
の
支
給
は
、現
地
で
高
等
教
育
を
受
け
る
女
子
学

生
1
名
を
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。今
年
度
の

募
集
要
項
を
８
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
の
で
、皆

様
の
周
り
の
方
に
ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
事
業
の
ほ
う
で
は
、今
年
も
楽
し
い
企

画
が
い
ろ
い
ろ
ご
ざ
い
ま
す
。９
月
に
は
東
京
農

業
大
学
の「
食
と
農
」の
博
物
館
の
見
学
会
を
い
た

し
ま
す
。大
学
創
立
１
２
５
周
年
を
記
念
し
て「
し

あ
わ
せ
の
も
の
さ
し
―
ピ
ー
タ
ー
・
メ
ン
ツ
ェ
ル

写
真
展
―
」が
開
催
中
で
す
。世
界
の
異
な
る
環
境

の
中
で
作
り
出
さ
れ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
食
文
化
と
、

ご
く
普
通
の
家
族
の
姿
を
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら

撮
っ
た
写
真
は
大
変
興
味
深
く
、ぜ
ひ
皆
様
に
ご

覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

11
月
に
行
わ
れ
る
Ｊ
Ａ
Ｕ
Ｗ
創
立
70
周
年
記
念

行
事
に
は
東
京
支
部
も
参
加
、協
力
い
た
し
ま
す

の
で
、会
員
の
皆
様
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

皆
さ
ま
、こ
ん
に
ち
は
！
東
京
支
部
の
総
会
、本
当

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

中
山
正
子
支
部
長
を
は
じ
め
と
し
ま
し
て
、こ
こ
に

お
ら
れ
る
役
員
・
委
員
の
方
々
が
一
生
懸
命
気
持
ち
を

込
め
て
、今
日
の
総
会
に
こ
ぎ
つ
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

丁
度
桜
吹
雪
の
中
、皆
さ
ま
と
美
味
し
い
お
料
理
を

ご
一
緒
し
な
が
ら
、「
大
学
女
性
協
会
、や
っ
ぱ
り
い
い

わ
ね
、も
っ
と
来
ま
し
ょ
う
よ
、も
っ
と
参
加
し
ま

し
ょ
う
よ
」、そ
ん
な
気
持
ち
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る

に
違
い
な
い
と
思
っ
て
、私
は
こ
の
総
会
を
本
当
に
楽

し
み
に
出
席
し
て
お
り
ま
す
。

私
ど
も
本
部
理
事
会
も
、丁
度
２
年
前
に
発
足
し
、

慣
れ
な
い
な
が
ら
も
会
長
・
副
会
長
以
下
全
員
で
活
動

を
展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、何
と
い
っ
て
も
本
部
と
直

結
し
た
東
京
支
部
の
お
力
を
頼
り
に
し
、期
待
を
し
、

ご
一
緒
に
や
っ
て
来
た
と
思
い
ま
す
。

東
京
支
部
で
は
昨
年
夏
、戦
後
70
年
を
記
念
し
た

『
あ
の
頃
わ
た
し
は
』を
発
行
さ
れ
ま
し
た
が
、こ
れ
を

拝
見
し
て
私
は
思
わ
ず
、こ
れ
ぞ
東
京
支
部
！
快
挙

だ
！
と
喝
采
を
あ
げ
ま
し
た
。素
晴
ら
し
い
記
録
で
あ

り
、ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
す
。こ
れ
を
企
画
さ
れ
、見

事
に
実
行
に
移
さ
れ
た
中
山
支
部
長
、坂
上
編
集
委
員

チ
ー
フ
は
じ
め
委
員
の
皆
さ
ま
の
ご
尽
力
に
心
か
ら

敬
意
を
表
し
、厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。戦
争
の

前
・
中
・
後―

あ
の
頃
に
多
感
な
少
女
時
代
を
送
ら
れ

た
方
々
が
大
学
女
性
協
会
を
ず
っ
と
引
っ
張
っ
て
き

て
く
だ
さ
っ
た
わ
け
で
す
。「
こ
う
い
う
方
た
ち
の
少

女
時
代
が
あ
っ

て
の
上
で
、今

の
日
本
が
あ
る
、

大
学
女
性
協
会

も
こ
う
し
て

脈
々
と
つ
な

が
っ
て
い
る
」

こ
と
を
実
感
し
、

ま
た
力
を
い
た

支
部
長 

中
山 

正
子

大
学
女
性
協
会 

会
長　

中
村 

久
瑠
美

だ
き
ま
し
た
。

奇
し
く
も
今
年
は
大
学
女
性
協
会
創
立
70
周
年
で

ご
ざ
い
ま
す
。11
月
12
日
に
、こ
の
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
新
高
輪
に
お
き
ま
し
て
、皆
さ
ま
方
と
一
緒
に

70
周
年
を
お
祝
い
し
、さ
ら
に
こ
れ
か
ら
の
大
学
女
性

協
会
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
考
え
て
い
く
良
い
機
会
と

な
る
と
思
っ
て
、一
同
張
り
切
っ
て
お
り
ま
す
。今
年

は
そ
う
し
た
意
味
で
も
記
念
す
べ
き
年
に
な
り
、東
京

支
部
の
方
々
に
は
今
ま
で
以
上
の
お
力
を
い
た
だ
か

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

た
だ
今
、中
山
支
部
長
が
訥
々
と「
で
き
る
こ
と
か

ら
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
や
れ
ば
、本
当
に
こ
ん
な

に
で
き
る
の
よ
ね
」と
仰
い
ま
し
た
。そ
ん
な
雰
囲
気
で
、

あ
ま
り
肩
に
力
を
入
れ
る
こ
と
な
く
、皆
の
力
を
合
わ

せ
な
が
ら
、東
京
支
部
を
盛
り
立
て
て
下
さ
い
。全
国

25
の
支
部
と
も
連
携
し
、ま
た
本
当
に
平
和
を
願
っ
て

い
る
世
界
の
方
々
と
も
手
を
つ
な
い
で
、ま
す
ま
す
発

展
し
て
い
く
そ
ん
な
会
に
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

東
京
支
部
の
皆
さ
ま
が
、大
学
女
性
協
会
の
中
心
に

な
っ
て
引
っ
張
っ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
こ
と
を

願
っ
て
、ま
た
私
も
、今
後
も
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
を
お
誓
い
し
て
、ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

二
期
目
を
迎
え
て

東
京
支
部
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

（
支
部
総
会
当
日
の
ご
挨
拶
よ
り
）
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2016年
４月9日　   東京支部総会　於：グランドプリンスホテル新高輪
　　　　  　　 講演会「シリア情勢並びにＩＳの問題と今後について」
　　　　　  　 講師　国枝昌樹氏
5月22日　JAUW第5回定時会員総会　於 :神戸ポートピアホテル
5月30日　東京支部国際奨学金支給
　　　　　      リンレン・パンドン・サプルさん（在フィリピン）・1名募集中
7月1日　   東京支部国際・国内（チャレンジ）奨学金規程改訂
7月15日　東京支部チャレンジ奨学生募集開始
7月22日　「ともしび」60号発行
9月15日　東京農業大学「食と農」 の博物館見学とランチ

11月12日　JAUW創立70周年記念講演会・祝賀会
11月13日　記念コンサート　於 :イイノホール
11月29日　フラワーアレンジメント講習会　於：JAUW事務所
12月5日  　 築地居留地の史跡巡り

      ☆「めげないわたし」養成講座シリーズ②（全7回）
　                  女性エンパワーメント委員会、国際ネットワーク委員会と共催

2017年
1月7日　  JAUW新春のつどい・JAUW国内奨学金贈呈式
1月　　　  東京支部チャレンジ奨学金授与式
2月　　　  東京支部推薦JAUW国内奨学生講演会
3月　　  　「ともしび」61号発行
4月8日　  東京支部総会　於 :グランドプリンスホテル新高輪
　　　　　　講演会　林陽子氏（国連女子差別撤廃委員会委員長）の予定

2016年度東京支部事業　報告・予定

◎予定や新たな企画は、随時お知らせします。

大
学
女
性
協
会
２
０
１
６
年
東
京
支
部
総
会
は
、

４
月
９
日（
土
）、昨
年
に
続
き
、グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル
新
高
輪「
イ
ル
レ
オ
ー
ネ
」で
開
催
さ
れ

た
。出
席
者
数
6０
名
、有
効
委
任
状
提
出
者
数
77
名

計
１
３
７
名
を
以
て
、支
部
規
約
第
１０
条
２
項
に
基

づ
く
総
会
成
立
の
確
認
が
さ
れ
、開
会
宣
言
が
お
こ

な
わ
れ
た
。

議
事
に
先
立
ち
、中
山
正
子
東
京
支
部
長
お
よ
び

中
村
久
瑠
美
大
学
女
性
協
会
会
長
が
挨
拶
し
、会
長

は
今
年
が
会
の
創
立
７０
周
年
に
あ
た
る
こ
と
、そ
れ

を
記
念
し
、秋
に
は
記
念
式
典
そ
の
他
の
関
連
事
業

が
、こ
こ
新
高
輪
の
パ
ミ
ー
ル
館
そ
の
他
で
行
わ
れ

る
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
、会
員
と
し
て
こ
の
由
緒
あ

る
協
会
に
一
層
の
協
力
を
惜
し
ま
ず
、魅
力
あ
る
会

の
存
在
を
社
会
に
印
象
付
け
た
い
と
し
た
。

次
い
で
議
事
に
移
り
、規
約
に
基
づ
き
、支
部
長

が
議
長
を
務
め
る
事
が
説
明
さ
れ
た
。議
題
は
２
０

１
５
年
度
事
業
報
告（
当
日
配
布
資
料
）、同
年
度
決

算
報
告
な
ら
び
に
会
計
監
査
報
告（
別
欄
参
照
）が

行
わ
れ
た
。次
い
で
２
０
１
６
年
度
事
業
計
画
案

（
当
日
配
布
資
料
）と
同
年
度
予
算
案（
別
欄
参
照
）

が
報
告
さ
れ
た
。い
ず
れ
も
支
部
規
約
に
基
づ
き
、

承
認
さ
れ
た
。

な
お
、監
査
に
当
た
っ
た
監
事
か
ら
、本
年
度
の

事
業
企
画
に
対
し
賛
辞
が
称
さ
れ
、さ
ら
に
懇
親
会

で
の
乾
杯
発
声
で
も
、支
部
の
活
動
が
、本
部
事
業

と
深
く
関
わ
っ
て
進
め
ら
れ
た
こ
と
へ
の
評
価
が

得
ら
れ
た
の
は
、支
部
の
役
員
・
委
員
に
と
っ
て
望

外
の
慶
び
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。

最
後
に
、東
京
支
部
の
次
年
度
役
員
・
委
員
と
そ

の
役
割
が
紹
介
さ
れ
、滞
り
な
く
議
事
は
終
了
し
、

議
長
は
解
任
さ
れ
た
。次
い
で
、第
４
回
東
京
支
部

チ
ャ
レ
ン
ジ
奨
学
生
の
選
考
過
程
と
結
果
が
報
告

さ
れ
、出
席
し
て
い
た
奨
学
生
の
籾
山
奈
々
子
さ
ん

（
慶
應
義
塾
大
学
・
環
境
情
報
学
部
４
年
）が
紹
介
さ

れ
た
。本
人
か
ら
は
、奨
学
生
に
選
出
さ
れ
た
こ
と

へ
の
謝
辞
と
研
究
動
向
と
将
来
性
が
述
べ
ら
れ
た
。

当
日
第
一
部
と
な
る
総
会
は
滞
り
な
く
終
了
し
、

会
場
の
準
備
等
も
ホ
テ
ル
の
ご
厚
意
と
誠
意
に
よ

り
、手
際
よ
く
す
す
め
ら
れ
た
こ
と
に
深
謝
し
た
い
。

昨
年
に
引
き
続
き
、昼
食
を
は
さ
ん
で
の
総
会
開
催

は
、多
く
の
会
員
か
ら
好
評
を
博
し
、企
画
は
成
功

裏
に
終
わ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

午後は、『シリア情勢並びに「イスラム国」の問題と今後に
ついて』と題して、元シリア大使国枝昌樹氏の講演をうかがっ
た。初めに青木元会長より大使は、エジプト、イラク、ヨルダン
大使等を経て、2010年までシリア特命全権大使を勤められ、
『イスラム国の正体』、『テレビ・新聞が決して報道しないシリ
アの真実』他、多くの著書が出版されているとの紹介があり、
各自に配布されていた、大使がご用意くださった詳細なレ
ジュメをもとに、講演が進められた。

イスラム教とは神が預言者ムハンマドを通して語った教え
で、信徒はコーランの言葉をそのまま暗誦し現在も実践され
ており、7世紀の言葉であるコーランのアラビア語は、今日も
正則アラビア語として日常生活に生きている。コーランは刑
事法、婚姻離婚の決まり、一日5回の祈り、等を定める法であ
り、ムハンマドの後の4人のカリフの時代を理想とする原理
主義が顕著である。現在のイスラム教シーア派とスンニー派
の対立は、教義上のものというよりイラン・サウジアラビア間
の政治的領土的覇権争いが主な要因となっている。

「アラブの春」を契機にシリアで現政権と反対勢力間の対
立が激化すると、この間にスンニー派の中から発生した極端
な保守過激派「ＩＳ」が跋扈した。政権間の戦闘が激化する中
で、2015年9月シリア難民の3歳の幼児の溺死体の映像が
欧州の世論を一気に覚醒させ、シリア停戦とＩＳを根絶する
方途を求めて、国連安保理決議を経て米国・ロシア間の動き
が進行している。ＩＳはアサド政権の統治権力が空白となっ
た東部地域及びイラクの大都市モースルを奪取して、2014
年に「イスラム国」を宣言し勢力を増してきた。これに対し米
国等の有志連合諸国は、遠距離からの空爆では迅速・臨機応
変な対応ができなかったが、トルコ国内のインジェルリック
空軍基地を使用する現在、空爆は効率化している。

ＩＳは7世紀への無批判的回帰を主張し、排他的時代錯誤
のイスラム主義を実践しており、戦闘員はイラク・シリアのス
ンニー派イスラム教徒であるが、７０％は外国人（シリア）、イ

ラクでは３０％との報告も
ある。彼らの欧米諸国への対
決姿勢の根底にあるものは、
現在優越状態にある欧米文
化は、歴史的にアッバース朝
文化の先進性というイスラム
文化の貢献があってこそのも
の、という自尊心と、欧米社
会における各種の差別に反
発するもので占められてい
る。更にイラク戦争当時のア
ブ・グレイブ刑務所拷問事件の報道を目にして反欧米的姿勢
を強め、イスラム教に深い関心を持ち始めてモスクに向かう
ようになった。家庭や学校、社会において、アイデンティ
ティーを確立できなかった若者が多い。

シリアにはイエス・キリストとその弟子たちが活躍した地
域近隣地帯で東方キリスト教会が発展し、その数は多いが宗
派対立が顕著で、いずれも現政権支持の姿勢を保っている。
ＵＮＨＣＲによるシリア人難民認定者数は459万5千５７８人

（2016年1月15日現在）に達する。シリア国内では20万人以上
の死者や100万人に及ぶ負傷者、障害者が生まれている。

子ども世代は教育の機会を失い、心にトラウマを負い、深
刻な犠牲者になっている。一方ＩＳに馳せ参じる若者たちに
対し、欧米社会では社会の中の差別、失業、教育の欠如など
社会の弱者への抜本的な対応が必要とされ、課題は国外に
あるよりも国内にある。難民問題を私たちがどのように受け
入れるべきか、日本にも問題を突きつけられている。

講演の後、①宗教間の排他性について、②日本の難民受け
入れの方策、③ＩＳ参加者の教育格差の問題、④シリア内戦後
の復旧の方策について等質疑応答があった。

支部委員　野瀬 久美子

２０１６年 東京支部総会 報告  前書記　青木 怜子
国枝昌樹氏講演会　シリア情勢並びに「イスラム国」の問題と今後について

東京支部総会・講演

写真：上段は総会、中段と下段右は講演会前の歓談風景
　　　下段左は講演後の質疑、下段中は講師との歓談
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海
老
根　

静
江

第
5
回
定
時
会
員
総
会
の
研
修
旅
行
は

T
A
S
A
K
I（
田
崎
真
珠
本
店
）の
見
学

か
ら
始
ま
り
、テ
ィ
ア
ラ
な
ど
高
価
な
真

珠
工
芸
品
の
み
な
ら
ず
、会
長
、理
事
、神

戸
支
部
会
員
の
モ
デ
ル
ぶ
り
鮮
や
か
な
製

品
紹
介
も
お
お
い
に
楽
し
ん
だ
の
で
す
が
、

研
修
は
前
日
に
行
わ
れ
た
楽
天
の
三
木
谷

浩
史
会
長
兼
社
長
の
公
開
講
演
会
か
ら
始

ま
っ
て
い
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

東
京
か
ら
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
神
戸
に
到

着
さ
れ
た
三
木
谷
氏
は
、I
T
革
命
後
の

世
界
に
お
い
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
行

し
、競
争
力
を
高
め
て
い
か
な
け
れ
ば
日

本
が
成
り
立
っ
て
い
か
な
い
と
い
う
こ
と

を
主
張
さ
れ
ま
し
た
。T
A
S
A
K
I
の

次
に
、ま
さ
に
そ
の
競
争
の
最
前
線
に
あ

る
理
化
学
研
究
所
計
算
科
学
研
究
機
構
の

ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ「
京
」を
見
学
し

ま
し
た
。

説
明
の
あ
と
ス
ク
リ
ー
ン
が
開
き
、目

の
前
に
現
れ
た「
京
」は
赤
地
に
白
抜
き
の

文
字
の
デ
ザ
イ
ン
が
印
象
的
で
す
。黒
っ

ぽ
い
大
き
な
冷
蔵
庫
が
つ
な
が
っ
た
よ
う

な
巨
大
な
設
備
で
、そ
の
一
つ
二
つ
に
人

影
が
動
く
の
を
見
な
が
ら
、ナ
ノ
メ
ー
ト

ル
だ
の
ペ
タ
フ
ロ
ッ
プ
ス
だ
の
想
像
を
絶

す
る
数
字
の
世
界
に
唖
然
と
し
つ
つ
も
、

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、災
害
予

神
戸
の
先
端
と
歴
史
に
ふ
れ
る

スーパーコンピュータ「京」を興味深く見学

 

全
国
か
ら
1
3
4
名
の
会
員
が
出
席
し

て
第
5
回
定
時
会
員
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。初
め
に
６
名
の
逝
去
会
員
の
冥
福
を

祈
り
黙
祷
を
さ
さ
げ
、議
事
に
入
り
ま
し

た
。第
１
号
議
案
、貸
借
対
照
表
お
よ
び
正

味
財
産
増
減
計
算
書
等
の
説
明
と
監
査
報

告
が
あ
り
、異
議
な
く
承
認
可
決
さ
れ
ま
し

た
。第
２
号
議
案
、理
事
14
名
の
選
任
と
会

長
候
補
者
選
出
の
件
は
提
案
理
由
と
候
補

者
推
薦
の
経
緯
に
つ
い
て
役
員
選
考
委
員

会
か
ら
報
告
が
あ
り
、全
員
が
承
認
可
決
さ

れ
ま
し
た（
新
任
7
名
、再
任
7
名
）。第
３

号
議
案
の
監
事
２
名
選
任
に
つ
い
て
も
承

認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。続
い
て
、２
０
１
５
年

度
事
業
報
告
、公
益
目
的
支
出
計
画
実
施
報

告
と
監
査
報
告
、2
0
1
6
年
度
事
業
計
画

及
び
予
算
が
報
告
さ
れ
、議
事
は
終
了
。梅

田
副
会
長
か
ら
11
月
に
開
催
さ
れ
る
創
立

70
周
年
記
念
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
ご
案

内
が
あ
り
ま
し
た（
詳
細
は
Ｊ
Ａ
Ｕ
Ｗ
会
報

お
よ
び
Ｈ
Ｐ
参
照
）。続
い
て
8
月
に
ケ
ー
プ

タ
ウ
ン
で
開
催
さ
れ
る
Ｇ
Ｗ
Ｉ
世
界
大
会

や
、事
業
委
員
会
の
組
織
変
更
に
つ
い
て
も

報
告
が
あ
り
午
前
の
部
は
終
了
し
ま
し
た
。

午
後
は
神
戸
支
部
会
員
の
御
子
息
の
三

木
谷
浩
史
氏（
楽
天
株
式
会
社
代
表
取
締

役
会
長
兼
社
長
）に
お
出
で
い
た
だ
き
、「
楽

天
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
と
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」と

題
し
た
公
開
講
演
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

一般
か
ら
も
80
名
の
参
加
が
あ
り
、「
世
界
の

英
知
を
集
め
て
日
本
を
ア
ジ
ア
の
シ
リ
コ
ン
バ

レ
ー
に
し
た
い
」と
い
う
大
き
な
目
標
に
向
か

い
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
時
代
を
先
駆
け
る

楽
天
の
取
り
組
み
を
う
か
が
っ
て
、今
後
ま

す
ま
す
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
世
界
が
大
き
く

変
わ
って
い
く
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

後
半
は
新
理
事
の
紹
介
お
よ
び
委
員
会

と
支
部
の
活
発
な
活
動
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。最
後
に
4
月
に
発
生
し
た
九
州
大
地
震

が
ま
だ
収
ま
ら
な
い
中
、出
席
さ
れ
た
熊
本
・

大
分
両
支
部
長
に
会
場
で
の
募
金
に
よ
る

お
見
舞
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
の
前
日
21
日
午
後
、支
部
設
置
規

程
に
基
づ
き
支
部
長
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。21
支
部
の
支
部
長
と
理
事
、監
事
が
出

席
し
て
、本
部
と
支
部
が
一
体
と
な
り
活
動

を
進
め
て
い
く
た
め
の
活
発
な
意
見
交
換
が

さ
れ
ま
し
た
。会
員
の
高
齢
化
や
会
員
数
の

減
少
、若
い
会
員
を
い
か
に
勧
誘
し
た
ら
よ

い
か
な
ど
同
じ
悩
み
を
抱
え
て
い
る
よ
う
で

す
が
、支
部
独
自
の
活
動
を
報
告
し
合
う
有

意
義
な
懇
談
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

6
時
か
ら
同
ホ
テ
ル「
ト
パ
ー
ズ
」で
神
戸

支
部
会
員
が
心
を
込
め
て
準
備
さ
れ
た
懇

親
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。神
戸
な
ら
で
は
の

食
材
を
使
っ
た
美
味
し
い
お
料
理
と
公
益
財

団
法
人
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
音
楽
芸
術
財
団
の
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
ソ
プ
ラ
ノ
、フ
ル
ー
ト
、ピ
ア
ノ

の
美
し
い
愛
の
調
べ
に
心
が
豊
か
に
な
っ
て
、

楽
し
い
歓
談
の
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

測
や
医
療
の
将
来
に
貢
献
す
る
設
備
だ
と

い
う
こ
と
を
理
解
し
、中
国
、米
国
な
ど
世

界
の
研
究
拠
点
と
競
い
合
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
、三
木
谷
氏
の「
競
争
力
」と
い
う

キ
ー
タ
ー
ム
と
結
び
つ
い
た
の
で
し
た
。

バ
ス
に
戻
り
神
戸
支
部
森
脇
会
員
の
名

ガ
イ
ド
ぶ
り
に
よ
り
神
戸
港
、清
盛
塚
、こ

ん
な
町
中
に
と
驚
く
巨
大
な
五
色
塚
古
墳
、

「
孫
文
記
念
館
」や「
源
氏
物
語
」「
平
家
物

語
」の
車
窓
史
跡
め
ぐ
り
が
あ
り
、大
正
時

代
の
海
運
王
の
別
邸
だ
っ
た
舞
子
ホ
テ
ル

で
お
昼
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。山
を
削
り
、

海
を
埋
め
立
て
て
、先
端
科
学
技
術
の
拠

点
と
し
て
作
ら
れ
た
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

で
の
総
会
に
続
く
一
日
は
、神
戸
が
最
先

端
を
目
指
し
な
が
ら
歴
史
と
文
化
を
抱
き

続
け
る
都
会
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
学
ぶ

研
修
の
日
と
な
り
ま
し
た
。

神
戸
総
会
研
修
旅
行

東
京
支
部
長　

中
山 

正
子

◎
開
催　

5
月
22
日（
日
）

　
　
　
　

 

神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
南
館

第
５
回
定
時
会
員
総
会
に
出
席
し
て

〈 5 〉 〈 4 〉2016 年 7月22 日 2016 年 7月22 日第 60 号と   も   し   び 第 60 号と   も   し   び

(単位：円）

事業１ 事業２ 事業３ 事業４ 事業５ 事業６ 備　　考

科　目 セミナー
調査研究 奨学金・奨励賞 国際奨学・支援 国際ネットワーク 小計 広報・情報 会員活動 小計

320,000

40,000

280,400

121,000

761,400

2,590

110,048

12,270

587,520

432

40,000

5,000

757,860

3,540

124,000

226,500

36,665

264

2,535

120,000

509,964

275,002

41,000

62,845

39,583

3,000

12,630

60,000

5,000

499,060

10,904

444,000

226,500

76,665

264

282,935

241,000

1,271,364

275,002

43,590

172,893

51,853

587,520

3,000

13,062

100,000

10,000

1,256,920

14,444

14,444

1,710,084

1,724,528

1,724,528

444,000

226,500

76,665

789

282,935

241,000

1,271,889

275,002

43,590

194,713

72,928

587,520

240,000

3,000

13,192

200,000

20,000

1,649,945

△ 378,056

△ 378,056

4,928,209

4,550,153

4,550,153

222口

懇親会他参加費

文集発行、サークル他

文集代金他

懇親会他

文集送料他

本部分担金４万他

ともしび・文集（４３６,３２０）

講演会資料代

本部分担金

本部分担金

525

525

21,820

11,075

200,000

50,000

5,000

287,895

△ 287,370

10,000

40,000

130

50,000

5,000

105,130

△ 105,130

現金 金額 会計

実施事業等会計 河井尚子 会計監査 小澤紀子　　印

その他会計 木村和子 会計監査 森川淳子　　印74,293 1,650,235三菱東京ＵＦＪ銀行

間違いのないことを証明いたします。

厳正に監査いたしました結果、正確に記載されており

2016年3月28日

銀行名

0 三菱東京ＵＦＪ銀行 2,825,625

2015年度　東京支部  正味財産増減計算書　(2015年４月１日～2016年３月３１日)

実施事業等会計 その他会計

支部計

(単位：円）
その他会計

事業１ 事業２ 事業３ 事業４ 事業５ 事業６ 備　　　考

科 目
セミナー
調査研究 奨学金・奨励金 国際奨学・支援 国際ネットワーク 小計 広報・情報 会員活動 小計

Ⅰ　一般正味財産増減の部

1. 経常増減の部

（1）経常収益

支部活動費

事業参加費収入

シンポジウム・講演会・講座事業収益

支部総会事業収益

その他の行事参加費

受託事業

補助金収益

受取寄付金

受取利息

その他収益

本部会計からの繰入金収入(交付金）

経常収益計

（2）経常費用

事業費

会議費

会場費

旅費交通費

通信運搬費

消耗品費

印刷製本費

諸謝金

研修費

支払負担金

支払助成金

支払寄付金

支払奨学金

諸会費

図書･資料費

雑費

給料手当

光熱水料費

経常費用計(B)

当期経常増減額(A−B)

2. 経常外増減の部

当期一般正味財産増減額(C)=(A−B)

一般正味財産期首残高(D)

一般正味財産期末残高(D+C)

Ⅱ　正味財産期末残高

50,000

500

50,500

30,000
15,000
7,000

200,000

1,000
50,000
5,000

308,000
△257,500

50,000

500

50,500

30,000
17,000
14,000

280,000

2,000
100,000
10,000

453,000
△402,500

△402,500
2,825,625
2,423,125
2,423,125

200,000

115,000
315,000

5,000
15,000

200,000

30,000
1,000

50,000
5,000

306,000
9,000

210,000

25,000

220,000

30,000
200

110,000
595,200

270,000
20,000

100,000
50,000
25,000

10,000
3,000

50,000
5,000

533,000
62,200

410,000

25,000

220,000

30,000
200

225,000
910,200

270,000
20,000

100,000
55,000
40,000

200,000

40,000
4,000

100,000
10,000

839,000
71,200

71,200
1,724,528
1,795,728
1,795,728

460,000

25,000

220,000

30,000
700

225,000
960,700

270,000
20,000

130,000
72,000
54,000

200,000

280,000

40,000
6,000

200,000
20,000

1,292,000
△331,300

△331,300
4,550,153
4,218,853
4,218,853

230口

懇親会、講演会、見学会等

総会懇親会費他

含本部分担金

「ともしび」発行　他

本部分担金

本部分担金

実施事業等会計

支部計

2016年度　東京支部予算（正味財産増減計算書ベース）　(2016年4月1日～2017年3月31日）

2,000
7,000

80,000

1,000
50,000
5,000

145,000
△145,000

資金残高（2016年3月31日現在）

Ⅰ　一般正味財産増減の部

1. 経常増減の部

（1）経常収益

支部活動費

事業収益

シンポジウム・講演会・講座事業収益

支部総会事業収益

その他の行事参加費

受託事業

補助金収益

受取寄付金

受取利息

その他収益

本部会計からの繰入金収入（交付金）

経常収益計(A)

（2）経常費用

事業費

会議費

会場費

旅費交通費

通信運搬費

消耗品費

印刷製本費

諸謝金

研修費

支払負担金

支払助成金

支払寄付金

支払奨学金

諸会費

図書･資料費

雑費

本部会計への繰入金支出

給与手当

光熱水料費

経常費用計（Ｂ）

当期経常増減額((A-B)

2. 経常外増減の部

当期一般正味財産増減額（C)=(A-B)

一般正味財産期首残高(D)

一般正味財産期末残高(C+D)

Ⅱ　正味財産期末残高

525

525

21,820

21,075

240,000

130

100,000

10,000

393,025

△ 392,500

△ 392,500

3,218,125

2,825,625

2,825,625



海
を
越
え
た
友
情

会
員
寄
稿

2
0
1
5
年
度
東
京
支
部
推
薦

　
　
　

 

J
A
U
W
国
内
奨
学
生
講
演
会

藤
谷 

文
子

５
月
27
日
の
オ
バ
マ
大
統
領
の
広
島
訪
問

は
、私
た
ち
の
心
に
、い
つ
ま
で
も
記
憶
さ
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
、身
近

な
、海
を
越
え
た
友
情
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

35
年
も
前
に
、私
は
Ｃ
Ｗ
Ａ
Ｊ
と
い
う

会
を
通
し
て
、一
人
の
ア
メ
リ
カ
人
女
性

と
親
し
く
な
り
ま
し
た
。彼
女
の
夫
は
空

軍
の
医
師
で
、ず
っ
と
家
族
ぐ
る
み
の
お

付
き
合
い
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、彼
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
へ
の
転
勤
に
よ
り
、手

紙
だ
け
の
縁
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
し

た
。そ
の
後
、彼
が
ま
た
日
本
勤
務
と
な
り
、

再
び
交
際
が
始
ま
り
ま
し
た
。

あ
る
時
、彼
の
82
歳
の
母
親
が
ア
メ
リ
カ

か
ら
来
日
す
る
こ
と
に
な
り
、石
和
の
我

が
家
の
別
荘
に
招
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

初
め
て
会
う
お
母
さ
ん
は
、長
旅
の
疲

れ
も
見
せ
ず
、我
が
家
の
温
泉
を
楽
し
み
、

持
参
の
ワ
ン
パ
ウ
ン
ド
の
肉
を
ペ
ロ
ッ
と

平
ら
げ
、さ
っ
と
布
団
で
眠
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。あ
ま
り
の
身
の
軽
さ
に
驚
き
聞

い
て
み
る
と
、お
母
さ
ん
は
70
歳
ま
で
弁
護

士
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で

し
た
。私
た
ち
は
、甲
府
に
い
る
夫
の
母
と
、

翌
日
対
面
を
用
意
し
て
い
ま
し
た
。ど
う

な
る
こ
と
や
ら
と
私
た
ち
も
通
訳
を
心
が

け
ま
し
た
が
、二
人
は
身
振
り
手
振
り
で
、

同
い
年
で
あ
る
こ
と
、あ
の
戦
争
で
辛
い

思
い
を
し
た
こ
と
、で
も
こ
う
や
っ
て
子

供
た
ち
が
仲
良
く
な
っ
て
親
同
士
が
手
を

握
れ
る
よ
う
な
良
い
時
代
に
な
っ
た
こ
と
、

お
互
い
に
今
ま
で
生
き
て
き
て
良
か
っ
た

ね
と
、抱
き
合
い
涙
し
て
い
ま
し
た
。母
は

そ
の
頃
絵
を
習
っ
て
い
て
、自
慢
の
一
枚

を
彼
女
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。重
い

の
で
は
と
心
配
し
ま
し
た
が
、喜
ん
で
持

ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、両
夫
と
も
リ
タ
イ
ア
し
、帰
国

し
た
彼
ら
を
私
た
ち
が
訪
ね
た
り
、ま
た

石
和
に
招
い
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
内
、両
方
の
母
親
と
も
に
施
設
で

暮
ら
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、彼
の
話

に
よ
る
と
、お
母
さ
ん
の
部
屋
に
は
、母
の

絵
が
飾
っ
て
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。そ
の

後
、彼
の
お
母
さ
ん
は
95
歳
で
亡
く
な
り
、

そ
の
絵
は
、ま
た
母
の
許
に
帰
っ
て
き
ま
し

た
。遺
言
に
、「
こ
の
大
好
き
な
絵
を
、彼
女

に
返
し
て
あ
げ
て
」と
書
い
て
あ
っ
た
そ
う

で
す
。そ
の
後
、母
も
98
歳
で
亡
く
な
り
ま

し
た
。や
は
り
母
も「
こ
の
話
を
お
葬
式
の

時
に
し
て
ほ
し
い
」と
言
い
お
き
ま
し
た
。

女
二
人
か
ら
始
ま
っ
た
友
情
は
、子
や
孫
、

そ
し
て
母
親
ま
で
四
代
を
つ
な
げ
ま
し
た
。

同
い
年
の
母
親
同
士
が
、ち
ょ
う
ど
子
育
て

の
頃
、お
互
い
の
祖
国
同
士
が
戦
争
の
真
っ

只
中
に
あ
っ
た
こ
と
を
思
う
と
、今
の
両
国

が
平
和
で
あ
る
こ
と
が
と
て
も
大
事
に
思

え
ま
す
。年
老
い
た
二
人
が
流
し
た
あ
の
涙

を
、け
っ
し
て
忘
れ
ま
い
と
思
い
ま
す
。ま

た
、オ
バ
マ
氏
の「
広
島
は
、道
義
的
な
目
覚

め
の
始
ま
り
と
し
て
記
憶
さ
れ
る
だ
ろ
う
」

と
い
う
言
葉
を
、反
芻
し
ま
し
た
。

民
族
衣
装
が
よ
く
お
似
合
い
の
河
野
さ
ん

南
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
民
族
と

バ
ン
ツ
ス
タ
ン
政
策 

　

講
師　

河
野
明
佳
さ
ん

津
田
塾
大
学
大
学
院
国
際
関
係
学

研
究
科
後
期
博
士
課
程

皆
さ
ま
、南
ア
フ
リ
カ
の
バ
ン
ツ
ス
タ
ン

政
策
と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ
で
し
た
で

し
ょ
う
か
。南
ア
フ
リ
カ
と
聞
く
と
、お
そ
ら

く「
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
」、「
ネ
ル
ソ
ン・マ
ン
デ

ラ
」な
ど
が
思
い
浮
か
ぶ
こ
と
と
思
い
ま
す
。

今
回
、東
京
支
部
で
行
わ
れ
た
国
内
奨

学
生
河
野
明
佳
さ
ん
の
講
演
は
、ア
パ
ル

ト
ヘ
イ
ト
に
深
い
関
連
を
持
つ「
バ
ン
ツ

ス
タ
ン
政
策
」に
つ
い
て
で
し
た
。

河
野
さ
ん
が
南
ア
フ
リ
カ
に
つ
い
て
研

究
を
す
る
切
っ
掛
け
と
な
っ
た
の
は
、中

学
生
の
頃
、南
ア
フ
リ
カ
を
訪
れ
、興
味
を

惹
か
れ
た
こ
と
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

大
学
時
代
に
は
貧
困
層
の
家
庭
に
、そ

の
後
も
男
の
子
3
人
の
い
る
一
般
家
庭
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
、聞
き
取
り

調
査
・
研
究
を
続
け
ま
し
た
。

20
世
紀
初
め
、南
ア
フ
リ
カ
連
邦
が
成
立

し
、こ
の
政
府
の
も
と
、1
9
9
4
年
に
廃
止

さ
れ
る
ま
で
、人
種
隔
離
政
策
は
進
め
ら
れ

ま
し
た
。バ
ン
ツ
ス
タ
ン
政
策
は
、人
口
の
8

割
を
占
め
る
黒
人
を
、9
つ
の
言
語・民
族
集

団
に
分
割
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
居
住
地（
ホ
ー
ム

ラ
ン
ド
）に
集
団
移
住
さ
せ
た
も
の
で
、割
り

当
て
ら
れ
た
黒
人
の
全
居
住
地
は
国
土
の

た
っ
た
13
％
。ホ
ー
ム
ラ
ン
ド
に
は
形
式
的
な

自
治
が
認
め
ら
れ
た
が
、民
族
分
断
の
結
果
、

結
局
最
大
の
集
団
と
な
っ
た
白
人
政
府
に
よ

る
、政
治
的・経
済
的
支
配
が
続
き
ま
し
た
。

河
野
さ
ん
は
、そ
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
ド
の

1
つ
で
あ
る「
ク
ワ
ク
ワ
」の
ソ
ト
人
に
注

目
し
て
、そ
の
歴
史
な
ど
独
自
の
調
査
を

し
て
い
ま
す
。今
回
は
、ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先

で
の
生
活
な
ど
も
、映
像
を
交
え
な
が
ら
、

興
味
深
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

4
月
か
ら
ク
ワ
ク
ワ
に
3
カ
月
、9
月

か
ら
は
国
際
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
を
受
け
、レ
ソ

ト
大
学
に
2
年
間
留
学
さ
れ
る
と
の
こ
と
。

2
年
ほ
ど
前
、長
年
の
夢
が
叶
い
、「
天
空
の

王
国
」レ
ソ
ト
を
私
も
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
、

そ
の
際
、タ
ク
シ
ー
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
気
軽

に
レ
ソ
ト
大
学
に
乗
り
入
れ
、校
内
を
案
内

し
て
く
れ
た
こ
と
な
ど
、懐
か
し
く
思
い
出

し
ま
す
。

河
野
さ
ん
が
彼
の
地
で
、素
晴
ら
し
い

研
究
成
果
を
収
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し

ま
し
ょ
う
。（
2
月
27
日
、J
A
U
W
事
務
所

で
開
催
）

私
は
将
来
、女
性
が
生
涯
健
康
で
、自
ら
の

意
思
で
人
生
を
選
択
す
る
こ
と
の
で
き
る
社

会
づ
く
り
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

以
前
、独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

（
J
I
C
A
）の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
ガ
ー
ナ

の
母
子
健
診
を
視
察
し
た
時
、医
療
従
事
者
が

足
り
ず
、機
器
も
貧
し
い
現
場
を
目
の
当
た
り

に
し
ま
し
た
。し
か
し
、医
療
従
事
者
や
機
器

が
足
り
な
い
と
い
う
理
由
で
、人
々
の
健
康
が

脅
か
さ
れ
る
こ
と
は
不
平
等
で
あ
り
、健
康
は

誰
も
が
最
低
限
保
障
さ
れ
る
べ
き
権
利
だ
と

考
え
ま
す
。自
ら
の
意
思
で
人
生
を
選
択
し
、

自
己
実
現
を
す
る
た
め
に
は
、第
一
に
健
康
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。

私
は
、ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

立
大
学
で
国
際
関
係
学
を
学
び
、卒
業
後
は
日

本
G
E
株
式
会
社
に
勤
務
し
ま
し
た
。社
会
人

と
し
て
働
く
こ
と
に
よ
り
自
ら
の
ス
キ
ル
の
向

上
や
、働
く
こ
と
へ
の
楽
し
さ
を
実
感
し
ま
し

た
。し
か
し
、こ
れ
ら
を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
、健
康
で
あ
っ
た
か
ら
で
き
た
こ
と
で

す
。J
I
C
A
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
思
い

返
し
、よ
り
多
く
の
女
性
が
健
康
で
あ
り
な
が

ら
、自
ら
の
意
思
で
社
会
参
加
で
き
る
社
会
に

貢
献
し
た
い
と
考
え
、慶
應
義
塾
大
学
看
護
医

療
学
部
に
入
学
し
国
際
保
健
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

慶
應
義
塾
大
学
在
学
中
は
、コ
ン
ゴ
民
主
共

和
国
の
学
校
保
健
に
携
わ
り
、児
童
が
健
康
に

学
校
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う
、現
地
の
教
員

と
共
に
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
し
た
。そ
の
結

果
、児
童
が
習
得
し
た
健
康
の
知
識
は
、家
庭
、

そ
し
て
地
域
へ
と
広
ま
り
、同
地
区
の
他
3
つ

の
小
学
校
か
ら
健
康
診
断
の
依
頼
を
受
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
し
て
、本
活
動
に
つ
い

て
日
本
国
際
保
健
学
会
に
て
ポ
ス
タ
ー
発
表

し
、専
門
家
た
ち
と
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

ま
た
、卒
業
研
究
の
た
め
に
パ
レ
ス
チ
ナ
を
訪

問
し
、家
庭
と
仕
事
を
両
立
し
て
い
る
女
性
を

対
象
に
、健
康
で
あ
り
な
が
ら
自
ら
の
目
標
に

向
か
っ
て
働
く
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
卒
業
論
文
に
ま
と
め
ま

し
た
。そ
し
て
卒
業
後
に
は
、国
連
人
口
基
金

東
京
事
務
所
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
と
し
て
、

G
7
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
た
世
界
人

口
開
発
議
員
会
議
に
参
加
し
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
と
女
性
の
活
躍
に
つ
い
て
政
策
レ
ベ
ル
で
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

現
在
は
タ
イ
の
マ
ヒ
ド
ン
大
学
公
衆
衛
生
学

部
で
、よ
り
多
く
の
人
々
の
健
康
を
守
る
た
め

学
ん
で
い
ま
す
。タ
イ
で
は
現
場
が
近
く
に
あ

る
こ
と
か
ら
、教
室
で
の
授
業
だ
け
で
な
く
、農

村
部
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
問
題
解
析
す
る

等
、卒
業
後
に
も
現
場
で
実
践
す
る
こ
と
の
で

き
る
ス
キ
ル
を
習
得
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。大
学
院
で
の
時
間
を
充
実
さ
せ
、将
来
の

目
標
に
向
け
て
ま
た
一
歩
、前
進
で
き
る
よ
う

励
ん
で
い
き
ま
す
。

2
0
1
4
年
度
東
京
支
部
チ
ャ
レ
ン
ジ
奨
学
生
レ
ポ
ー
ト

慶
應
義
塾
大
学
看
護
医
療
学
部
卒
業　

タ
イ 

マ
ヒ
ド
ン
大
学
公
衆
衛
生
学
部
在
学

　
　
　
　
　
　
　
　

谷
津　

都
萌
子

今
年
度
は
新
た
に
2
名
を
募
集
し
ま
す

が
、そ
の
う
ち
の
1
名
は
N
P
O
法
人「
ビ

ラ
ー
ン
の
医
療
と
自
立
を
支
え
る
会
」（
Ｈ

Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
）の
推
薦
で
、フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ミ
ン

ダ
ナ
オ
島
の
女
子
学
生
、リ
ン
レ
ン・パ
ン
ド

ン・サ
プ
ル
さ
ん（
ク
ロ
ナ
シ
ア
フ
ァ
ン
デ
ー

シ
ョ
ン
カ
レ
ッ
ジ
２
年
）に
決
定
し
ま
し
た
。

東
京
支
部
国
際
奨
学
生 

１
名
決
定

も
う
１
名
は
募
集
中
で
す
。

リ
ン
レ
ン
さ
ん
は
両
親
が
い
な
い
た
め
、

先
住
民
族
を
支
援
し
て
い
る
現
地
の
組
織

C
M
I
P
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
親

代
わ
り
と
な
っ
て
面
倒
を
見
て
い
ま
し
た

が
、諸
事
情
に
よ
り
今
後
の
学
費
援
助
を

受
け
る
こ
と
が
む
ず
か
し
く
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
を
通
し
て
東
京
支
部

国
際
奨
学
金
の
こ
と
を
知
り
応
募
し
ま
し

た
。1
年
次
の
成
績
も
よ
く
、困
難
な
中
で

も
勉
学
を
続
け
、将
来
は
自
分
も
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
、貧
し
い
先
住

民
族
の
村
の
青
年
た
ち
の
役
に
立
ち
た
い

と
、し
っ
か
り
し
た
目
標
を
持
っ
て
い
ま
す
。

会
員
寄
稿
　
点
訳
書
に
取
り
組
ん
で

中
山　

正
子

2
0
1
0
年
4
月
に
当
時
の
財
務
委
員
会
と

社
会
福
祉
委
員
会
共
催
で
筑
波
大
学
付
属
視

覚
特
別
支
援
学
校
の
原
田
早
苗
先
生
の
講
演
会

「
視
覚
障
害
者
教
育
の
現
場
か
ら
」、翌
年
に
は
、

映
画「
鏡
の
な
い
部
屋
に
光
あ
ふ
れ
」―
斉
藤
百

合
の
生
涯
―
の
上
映
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、東
京
支
部
会
員
有
志
７
名
が
集
ま
り
、

元
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
点
訳
教
室
講
師
、

大
久
保
美
代
子
先
生
に
ご
指
導
を
お
願
い
し
て
、

点
訳
の
勉
強
を
始
め
ま
し
た
。現
在
世

界
中
で
使
わ
れ
て
い
る
点
字
は
フ
ラ
ン

ス
人
の
ル
イ
・
ブ
ラ
イ
ユ
に
よ
っ
て
考

案
さ
れ
た
も
の
で
、６
点
を
組
み
合
わ

せ
て
50
音
、数
字
、ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
、

符
号
、す
べ
て
を
表
示
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。私
た
ち
は
パ
ソ
コ
ン
の
点
訳

ソ
フ
ト「
Ｔ
エ
デ
ィ
タ
ー
」を
使
用
、凹

凸
点
字
一
覧
表
を
頼
り
に
例
文
を
点
訳
し
な
が

ら
、仮
名
づ
か
い
、マ
ス
あ
け（
分
か
ち
書
き
）、符

号
の
書
き
方
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。月
１
回
の

勉
強
会
で
、晴
眼
者
と
障
害
者
両
方
の
立
場
に

立
っ
て
日
本
語
を
見
直
す
こ
と
に
な
り
、点
訳

へ
の
興
味
や
楽
し
さ
も
増
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
、

い
よ
い
よ
一
昨
年
か
ら
南
史
子
著「
ス
テ
ッ
キ
ダ

ン
ス
を
も
う
い
ち
ど
」（
け
や
き
書
房
刊
）の
点

訳
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。先
生
に
添
削
を
お

願
い
し
て
何
度
も
校
正
を
重
ね
て
、初
め
て
の

点
訳
書
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。著
者
が
91
歳

の
お
母
さ
ん
の
老
い
を
見
つ
め
な
が
ら
、「
元
気

パ
ワ
ー
の
出
る
ス
テ
ッ
キ
が
あ
れ
ば

い
い
な
…
」と
い
う
思
い
を
込
め
た

心
温
ま
る
お
話
で
す
。事
務
所
の
書

棚
に
並
ん
で
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
お

手
に
取
っ
て
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。（
点

訳
グ
ル
ー
プ 

井
口
美
登
利・駒
木
三

枝
子
・
中
山
正
子
・
中
山
律
子
・
縄
田

真
紀
子・百
束
礼
子・山
村
敬
子
）

制服姿のリンレンさん

百
束　

礼
子
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